
「UOTER CITY」の水循環とそこで得られる多様な学び５

①魚津の地形についての学び
富山湾から早月川、山々
へと続くデッキ型サイク
リングロードを設ける。
雄大で特異な地形環境を
自らの身体を通して五感
で味わい、心に刻む体験
を得ることができる。

山

早月川

富山湾

②魚津を巡る大きな水循環についての学び
周辺地形と一体化した水族館を
建設することによって、山から
川、富山湾への水循環を顕在化
させた風景を創出する。また周
辺の生態系を水族館内にも引き
込むことで、水循環に対して豊
かな理解を得ることができる。

富山湾

山

川

水族館

眺望 眺望

早月川

③水の性質についての学び

地下水を活用した足
湯に浸かり、魚津を
巡る水を肌で感じる
ことで、自分自身も
水循環と結びついて
いることを実感する。

④インフラについての学び

街を支えるインフ
ラアである消雪パ
イプに対する理解
を通して、地下水
からの水の流れと
その有用性につい
て学ぶ。

⑤生物多様性についての学び

アクアリウムにて、
海洋生物に直接触
れることを通して、
生物の生態系など
について実体験の
中で学ぶことがで
きる。

！

⑦水の美しさについての学び

アートアクアリ
ウムに包まれる
ことで、水や光
の揺らめきの中
で、水の本源的
な美しさを再認
識する。

点在型アクアリウム

⑧雨水利用についての学び

段状で緩やかな屋根を経由
して水が水盤（雨水貯留浸
透施設）へと流れる様子が
見られる。これらは災害用
水や植栽灌水へ使用される。
また水を利用した雪室施設
も見学することができる。

雨水貯留浸透施設

災害時

植栽灌水

海水プラント
体育館
（貯雪槽）

地下貯水槽

植栽灌水

ビオトープ

ダム

雨水貯留浸透施設

ろ過

宿泊所

厨房

ろ過

海水
浄水場にて上水を生成し、

街に展開する

降り注いだ雨や雪が
地下へ浸透し、地下水となる

海から蒸発して雲となる

河川

水蒸気

点在型アクアリウムで使用する
海水の調合を行う

冬期の雪を夏期冷房に利用
酒・野菜の保存に利用

雨水を便所用水・植栽灌水・災害用水に利用する

ろ過

上水

中水

下水

毛勝三山

富山湾

地下水地下水 地下水

便所用水 海水プラント用水

ポンプ

浄化

地下へ浸透
地下へ浸透

地上のインフラ設備へ

浄水

温水

⑥海産物資源についての学び
魚津特有の新
鮮な海産物を、
自ら捌いたり、
食事をする中
で、食資源の
大切さを再確
認する。

！

水田を利用し、自然
生物を観察できる

旧大町小学校点在型アクアリウム消雪パイプ 足湯浄化センター水族館（メイン棟） 水族館（ラボ棟）
・地下貯留槽の中水を建物内で使用する
・体育館は貯雪槽とし、エネルギーを活用

水循環広場
・雨水を地下貯留槽で溜めて、
災害用水等に活用する

横枕浄水場
・川やダムからの中水を上水に変換し
各施設、住宅へ供給する

・海水を引き込み水槽の水に活用する
・ポンプで水族館へと水を引き込む

・地下水を利用した
インフラ施設

・開放ゾーンに水盤を整備し、人々が
水に親しめる場所とする

・下水から中水を生成し、
街全体へ水を供給する

・地下水を利用して
一時休憩の場を設ける

・街に点在する空き家に、旧大町小学校の海水プラントから
水を引き込み、アイコニックな展示空間を創出する

①

②

③

④

⑤、⑥、⑦
⑧

空き家

自動運転バス

海水プラント

水循環の完結

みずまちに
触れる

みずまちに
関わる

魚津への

みずまちに
住まう

徒歩 自転車

メイン棟

メイン棟

無料ゾーン
（水族館展示）

無料ゾーン
（研究展示・サイクルスポット）

ラボ棟

ラボ棟

デッキ

富山湾

ビオトープ
国道

点在型
水族館

飲食店 宿泊所バス停 学習塾
HUMANBIKE

CA
R

コンセプト２ 街の整備手法３

水族館a

交通インフラ・水インフラc

Park PFI による体験の拡がりd

関係人口の増加f

水循環の可視化 e点在型アクアリウムb

目指す理想像４現状分析 街の魅力 と 課題１

観光
訪問

関与
参加

移住
定住

生態系
生態系

地形

気候

インフラ

生活

水循環

農業

インフラ

漁業

熱

気候

環境

生活
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館

旧
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町
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観
光
地
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施設

水族館

サイクリング

市内観光

リフレッシュ

休憩

休憩

整え 終日
利用

飲食店
漁業需要

供給 農業

プール

サイクル
スポット

Park PFI 事業街
の
魅
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題

水
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通

まちづくりに 魚津への

消雪パイプ

蜃
気
楼

ロ
ー
ド

魚津市は山々に降り注いだ雨や雪が、様々な形で富山湾へ流れ込

み、蒸発を経てまた魚津市へ潤いをもたらす、世界的に稀有な、

水循環が完結する地形を持つ「みずまち」といえる。

そうした背景のもと、歴史のある水族館、東山円筒分水嶺、埋没

林博物館といった水に関わる観光スポットが存在するが、点在し

ていることで効果的な街の回遊には繋がっていない。

そこで、消雪パイプをはじめとした水インフラ、蜃気楼ロードを

はじめとした交通インフラに着目し、空き家や学校を活用しなが

ら、観光スポットを繋ぎ、「点」から「線」そして「面」的に広が

るよう計画する。

本計画では魚津市が抱える様々な課題を「学び」と結びつけた「水

循環」の可視化によって解決

し、周辺の水環境と一体的に

街全体を水族館化する魚津市

独 自 の み ず ま ち「UOTER 

CITY」を提案する。

通渋滞の緩和と施設の利便性を向上させる。ミッケビオ

トープ（田んぼ）や富山湾に水族館からデッキで繋げる

ことで街に滲みだす展示計画とする。

デッキに接続するメイン棟・ラボ棟の２階は無料開放

ゾーンとすることで展示や研究に関心を持ってもらうた

めの親しみやすいきっかけ作りのロビーとなる

水族館の分棟化

とデッキ開通に

より歩行者と自

動車を分け、交
空き家を点在型アクアリウムや飲食店、バス停に変化させ

ることで各地点間の距離を短くし、歩きやすい街区とする

小型の自動運転バスがエリア内を巡回し、みらパーク

～海の駅「蜃気楼」の全長約 3kmを線でつなぐ

旧大町小学校に海水プラントを設置し、消雪パイプ

を介して水の施設を繋ぐことで水循環を実現する

魚津に訪れた人がみずまち「UOTER CITY」に触れ、心を

動かされた人々が空き家の改修に携わるなどみずまちの作

り手として魚津のまちづくりに参加していく。まちづくり

への断続的な関わりから魚津への移住に進展し、人生にお

ける余生や子育て期間を「UOTER CITY」で過ごす

Park PFI による事業で様々な体験が連続し、みらパーク内

の施設の拡充や魚津市内の体験も連関していくことで利用

者の終日利用を可能とする

目に見えてこなかった水循環を可視化させることで、街中

の水による繋がりを学び、魚津の生態系や地形、食事や住

環境など全ての水が絡むものを知ることができる

①交通の課題

　・幹線道路の渋滞の発生

　・公共交通機関の減少（非車ユーザーの観光客の移動方法）

②観光資源の点在

　・魚津市が持つ魅力ある観光資源（魚津水族館、米倉、埋没林

　　博物館、海の駅「蜃気楼」、おさかなランド）が市内に点在し、

　　エリア内の連続した観光が難しい

③空き家の対策

　・人口減少に伴い空き家が増加し、維持管理の負担が増える

④飲食店の少なさ

　・みらパーク近辺に飲食店がなく、終日利用が難しい

①豊富な水資源

　・富山湾から立山連峰の約 2,500mの標高差が魚津市を横断し、

　　海から山の水資源が潤沢かつ水循環が完結する土地である

②歴史ある観光資源

　・米倉や埋没林など魚津固有の観光資源を有する

U O T E R   C I T Y

水循環を介した
繋がりと学び

魚津の住人

周辺地域の住人

学んだ内容の共有

UOTER CITYを介した繋がり

観光客

「UOTER CITY」物語

魚津の水循環を顕在化させ、人々の暮らしや活動に動的に絡める。
住民、周辺地域の人々、観光客は、水循環や生物多様性などの学び
と他者への共有を通じ「UOTER CITY」の物語を共に創り上げる

親<例 > 子

教師 生徒

住民 観光客

友人

水循環を介した
持続的な繋がりと学び

０９ - ①



富山湾

米倉

魚津水族館
“ラボ棟”

海の駅

電鉄魚津駅

角川

早月川

魚津港

魚津港

鴨川

てんこ水

大町海岸公園

対象敷地配置図　1/10000

河川区域

有料エリア

魚津水族館
“メイン棟”

旧大町小学校

埋没林博物館

早月橋

ミラージュランド

既存出入口廃止

新たな迂回路計画

蜃気楼ロードと山側のサイクリングコ
ースがデッキによって接続される。

①水族館を分棟とし、海と山を一望できるデッキで繋ぐことで富山魚津線で分断される往来を解決
②狭い幅員の道からのミラージュランドへの出入り口は全て廃止。早月橋側から海側へ迂回する道路を整備することで、魚津水族
館前の交差点の混雑を避ける。
③１階にはバス停、自動運転バススポットを、２階（デッキレベル）にはサイクルスポットを設け、水族館であると同時に、蜃気楼ロード
から内陸へ引き込む海と山の中継ポイントとなるよう交通のハブとして計画する。 

アクアリウムベルト
⇒一歩通行化・歩道拡幅
歩行者ネットワーク
⇒自動運転バス

魚津北漁港
新たな遊覧船の船着き場

魚津南漁港

「食・泊・買・見」の拠点

蜃気楼ロード

旧小学校エリア

みらパークエリア

博物館・
海の駅エリア

公衆トイレ

休憩スタンド

学習塾

学童保育施設

子育て支援センター

駐輪場

一時預かりサービス

保育所

算数教室

ちいさな私設図書館

[ 2つの都市軸 ] 

[ 街に点在する“コミュニティストラクチャ ”] 

［スローモビリティ ] 

［みらパークエリアの新たな交通網] 

対象敷地に対するリサーチから敷地に走る2つの道路を
今後の新たなまちの主要動線となる都市軸として設定。

道幅が狭いため、車両の一方通行化・歩道の新たな敷設
を行い、新魚津水族館サテライト展示の主要動線とする
ことで新たな歩行者ネットワークを確立。また、一方通
行化した道路は自動運転バスの実用に向けての、段階的
な整備を行う。既存の消雪パイプが並ぶこの通りは

都市軸②　“蜃気楼ロード ” 

都市軸①　“アクアリウムベルト”

 既存のサイクリングコースの機能を維持し、サイクリ
ストや歩道に面する店舗のための空き家の活用や広場
を設け、アクアリウムベルト（都市軸 1）との接続を図り、
海側への抜けを作る。また、水族館側からはデッキで
接続される。

自動運転小型バスの段階的な実証によるスローモビリティ
の確立。“アクアリウムベルト”上を一歩通行化し、自動運転
バスのレーンとすることで、観光客及び地元住民の新たなモ
ビリティとなる。また、点在型アクアリウムに近接して、バス停
を設けることで、観光客が、水族館巡りを行いながら、街の
良さを知る契機となる。

“アクアリウムベルト”には、観光としての側面だけでなく、子
育て支援センター、一時預かりサービス、シェアキッチン、英
会話教室、施設図書館等（コミュニティストラクチャ）が段階
的に配置される。（新築・空き家増改築）教育や子育てのし
やすさをアピールにもつながる。サテライト展示とまちに開
かれた小さな公共空間が出会う“アクアリウムベルト”が地
域コミュニティ新たな街の骨格となっていく。

コンペ対象エリア
[ 凡例 ] 

アクアリウムベルト

蜃気楼ロード

新設デッキ

点在型アクアリウム

コミュニティストラクチャ

自動バスバス停

エリアゾーニング

アクアリウムベルト

蜃気楼ロード

自動バス停

点在型アクアリウム

全長約5m/12人乗り程度 
自動運転レベル2より実証スタート。
時速35km/時までの速度を目指す。

EX.観光目的で水族館を訪れた夫婦が、
観光以外の魚津の魅力を発見する。

水族館 3F富山湾大水槽（左）と富山湾（右）を同時に見る。

富山湾へ向けた展示空間は迫力ある空間となる。

水族館 3F水槽越しにバックヤードコーナーを見る。

美しい水族館と教育としての水族館の二面性をもつ。

旧大町小学校東側より見る。

東西につなぐ公共通路が米倉までつながり、回遊性を高める。

アクアリウムベルト。空き家（右）に増築されたコーヒースタンド併設の一時預かりサービスセ

ンター（左）。増築されたボリュームによって東西の都市軸が結ばれる。

⑤

水族館 2Fデッキから北東側を見る。

水族館とミラージュランドの賑わいをデッキを通じて感じる。

④

③

②

①

N

水族館

みらパーク

事業関係図 事業
スケジュール

アクアリウム
ベルト

Park PFI
事業対象地

有料エリア

ラボ棟

無料エリアメイン棟

温浴施設

空き家
利用

アクアリウム

宿泊施設

交流

海水プラント

地域センター

米倉
埋没林
海の駅蜃気楼
おさかなランド

観光資源

飲食店

プール

みらパーク全体の
ロビーとしての役割

地域の生態系の展示

サイクルスポット

民間事業者

魚津市
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所有事業費出資

建設
管理運営

蜃気楼
ロード

運営補助

水

指定管理

旧大町小学校

みらパーク

空き家

小学校

水族館

インフラ 自動運転バス
消雪パイプ

バス停 バス停

地域センター

アクアリウム アクアリウム

多用途利用 多用途利用

新水族館
サテライト展示

アクアリウムベルトの

起点・終点として機能

空き家の利活用に魚津市内外の
個人事業者が関わり始めること
で関係人口が増加

無料開放エリアの
運営費の充填

地域の回遊

水を介して
様々な体験
が連続する

カフェ・宿泊・
教育 etc...

温浴施設

飲食店

P-PFI 事業始動

交流人口増 関係人口増 定住人口増

アクアリウムベルト始動 街全体が水族館化 水に関する体験教育による
地域の持続的成長

新たな環境問題、

都市・地域問題

を解決する街へ

P-PFI
事業終了

To be continued...
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UOZU 6.0 （第６次魚津市総合計画 / UOTER CITY 計画）９

人々は、水循環など
の学びと共有を通じ
「Uoter City」の物語
を共に創り上げる

点在型アクアリウム /空き家活用 旧大町小学校再編

“1 種類の展示” と “1 つの体験” が出会う点在型アクアリウム。新たな魚津水族館の賑わいを街に広げ、街
の良さに気づいてもらえるように、街に点在する既存のストックである既存空き家に対して改修・最小限の
増築を行い、1種類の展示に絞ったアイコニックな展示空間を創出する。既存建屋内でも展示可能なように、
水槽の水には旧大町小学校の海水プラントで展示毎に適切に調合・精製された人工海水を用いる。運搬され
た人工海水は水族館の中でろ過・循環し、再び水槽の水となる。

[ 水循環広場 ] [ 街を東西に繋ぐ、公共通路 ]

[ 水循環を育むまちの中心 ] [ 官民連携の事業スタイル ]

雨水を再利用した大きな “水循環広場” の
水は、時間によって広がり・水位（最深
15cm）を変え、大きなイベントが行われる
際には水位を下げ、通常時は薄い水が張ら
れ、子供の水遊びを誘発したりして、水循
環都市 “UOTER CITY” らしい水景をまちの
中心に作り出す。特に小学校に増築された
屋根を階状にすることで、雨水が落ち、広
場脇に落ちていく様子は魚津の水循環を象
徴する場所となる。

旧校舎の部分的な解体を契機とし
て、米倉まで一本の道で通り抜け
られる公共通路を創出することで、
まち全体の回遊性を高める。“アク
アリウムベルト” や “蜃気楼ロード”
との接続点を造ることで、街の良
さを観光客に知ってもらったり、
非常時の際には防災公園として機
能する “水循環広場” への分かりや
すい避難経路や目印となる。

現在一部解体中の旧大町小学校を再編し、
公的施設（公民館・防災公園）、観光客が
利用する宿泊施設、そして雪室及び点在型
アクアリウム用の人工海水プラントを含ん
だ施設とすることでUOTER CITY にふさわ
しい観光客及び地元住民の中心となる。

体育館

校舎 解体 解体

広場・水盤
雪室

海水プラント・カフェ

宿泊・食事 公民館

（一部増築 /既存改修 )（一部解体）

PPP 手法を用いた官民複合施
設として、市の資産である旧
学校を活用し、市が賃料等の
一定の収入を得ながら、観光
客と地元住民の双方が利用す
る新たな街の中心となる。

[ 点在型アクアリウム -まちに広がる水族館 -]

今後、街の主要動線となる “アクアリウムベルト” や “蜃気楼ロード” に面している空き家をや低未利用を
活用し、魚津市（行政）・空き家活用委員会・空き家所有者等が協業し、空き家増改築の 3原則を設ける。
空き家活用の際に、3原則で決められた建築ルールや建築デザインを守り、行政が補助金で支援を行うこと
で、街の既存ストックを活かした “コミュニティストラクチャ” や “点在型アクアリウム” の創出を試みる。

[ 空き家・低未利用地が通りを彩る ]

[ 蜃気楼ロード］

[アクアリウムベルト］
（一方通行化・歩道拡張）

WOTER CITY “街に開く” ことを前提とした空き家改築・増築の 3原則
①“アクアリウムベルト” もしくは蜃気楼ロードに面して一定の開口を設けること。

②地域に根ざした公共の機能を提案すること。
③地域や周辺の景観に合わせた外観デザイン提案を行うこと。（高さや緑化等）

増築部分

既存校舎部分

[ 点在型アクアリウム内部］［旧大町小学校 小規模海水プラント］ ［展示内容の “種類”］

〇暗室内の洞窟のような
アートアクアリウム
〇体験学習にフォーカス
したアクアリウム
〇水槽に囲まれた一組限
定の宿泊型アクアリウム
〇生物に触れることので
きるアクアリウム

深

浅

既存体育館改修▷雪室

既存幼稚園

校舎屋上を利用した海を望むレストラン

既存空き家改修既存空き家増築

増築⇒海水プラント他

既存校舎改築⇒宿泊・食事

既存校舎増築⇒公民館

７ ８

魚津水族館を核としたこれからのみらパーク６

バックヤードコーナー
（キャットウォーク）

レストハウス
サイクルスポット

うおすいファミリウム
富山湾海底模型

富山の河川コーナー
田の多様性コーナー

深海生物コーナー
ジャングルコーナー
サンゴ礁コーナー
ドチザメ水槽
各種バックヤード

メイン棟を支える
各種バックヤード
ろ過機室・排水槽
予備水槽・自家発電機

エントランスホール
レクチャーホールA
アクアベース
レストラン

ペンギン舎
ペンギンプール

富山湾大水槽

研究開発室

研究展示室

有料ゾーン

ミッケビオトープ

延伸予定道路

河川区域

メイン棟

メイン棟 ラボ棟

ラボ棟

サービスヤード

ふれあい水槽

表層生物コーナー

レクチャーホール B

各種バックヤード

アザラシプール

ガラス越しに
ミラージュランドを臨む

2Fは公園の一部として
展示を無料開放！

レンタサイクルみらくる
のステーションを設置

早月橋からの車両動線を
デッキ下に引き込む

延伸が予定される線（黄色）
に繋ぐよう海岸沿へ伸ばす

細い道路からの出入口は全て
封鎖し、近隣住民へ配慮

ミッケビオトープへ
繋がるデッキ

1Fのホールを開いて
ビオトープと一体に

①水族館を分棟とし、
　海と山を一望できる
　デッキで繋ぐことで
　富山魚津線で分断した
　往来を解決

②細い道路からのミラー
　ジュランドへの出入口
　は全て廃止。早月橋側
　から海側へ迂回する道
　路を整備することで、
　魚津水族館前の交差点
　の混雑を避ける

③１階にはバス停、自動
　運転バスポートを、
　２階（デッキレベル）
　にはサイクルスポット
　を設け、水族館である
　と同時に蜃気楼ロード
　から内陸へ引き込む海
　と山の中継ポイントと
　なるよう交通のハブと
　して計画

④海側の水族館をメイン
　棟、公園側の水族館を
　ラボ棟と名付け、性質
　の異なる展示とする

⑤ミッケビオトープ・
　富山湾に接続するよう
　計画し、周辺の水環境
　の生態系を展示の一部
　として巡る順路を提案

みらパーク周辺図　1:3200
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